








研究計画 

行動や神経内分泌調節の面から考えてみると,脳に機能的な性差がある。最近脳の機能的な

性差に関連して,脳の形態的性差が問題となってきた 1,8)。前年度の報告書で述べた。ラ

ットの内側視束前野の性的二型核(SDN-POA)については,最近,ヒトでも相同な神経細胞群

が見つかり注目を浴びている10)。SDN-POA については,ヒトやラット以外にもハムスター,

モルモット,シロイタチなどでも認められており,種を越えたかなり普遍的な性差と考えら

れる。 

ラットではその他に腹内側核 6)や扁桃体内側核 8)などで神経核の体積に雌雄差が報告さ

れている。さらに,電子顕微鏡レベルでは,視束前野,弓状核,腹内側核,扁桃体内側核などに

シナプス結合パターンに雌雄差があることが報告されており,これらの脳の形態的性差の

成因について,周生期の性ホルモン環境が重要な働きをしていることが判明している 1.2)。 

新生ラットの視床下部や辺縁系の神経網の微細構造は成体ラットのものと比べて,未発達

で軸索や樹状突起の伸展や分化が未熟であり,細胞間隙もかなりあって,シナプス数もきわ

めて少ない。生後発生が進むにつれて,ニューロンが成熟していき,シナプス数も増加する。

このことは,成体で作動している視床下部や辺縁系の自律神経系や神経内分泌系の調節の

ための神経回路は新生期ではまだほとんどできていなくて,生後発生の過程で完成してい

くことを示している 1.2)。したがって,発達段階における未熟な神経組織はきわめて可塑

的で,神経回路網の形成がいろいろな化学物質によって影響されることは十分考えられる

ところである。視束別野や視床下部を含む脳組織の細片を器官培養し,その培地にテストス

テロンやエストラジオールを加えると,軸索や樹状突起の伸展が著しく促進されるという

報告があり 11),また,われわれは新生雌ラットにニストロゲンを注射すると,弓状核 3)や

扁桃体内側核 9)でのシナプス形成が著しく促進されることを見出した。さらに,前年度の

報告書で,新生ラットの視束前野の脳内移植片でも,宿主を介してエストロゲンが移植片の

成長とシナプス形成を促進することを報告した。 

一方,神経障害の病因学的研究から,神経伝達物質の代謝異常や神経回路網の異常の可能性

が指摘されている。したがって,実験的に神経回路網の永続的な配線異常が誘起できるかど



うかは興味あるところである。本研究では,摂食行動や性行動ばかりでなく,情動行動にも

関係ある腹内側核の生後発達過程におけるシナプス形成を経時的に調べた。また,辺縁系の

情報の中継点として重要な中隔のシナプスパターンに対する性ホルモンの影響を調べた。 


